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園担当 

保護者の皆様へ  

 

～「漢字かな交じり」絵本での読み聞かせを、子どもにしませんか ～ 

 

「読み聞かせ」の利点と「漢字での教育」の利点を活かした「漢字かな交じりの絵本」での読

み聞かせは、子どもの一層の成長につながる有効な取り組みです。 

是非、実践してみてください。その理由は以下にまとめています。 

 

Q１.なぜ読み聞かせが、良いのですか？？  

 

A1-1. 読み聞かせ・読書は、言語能力に関する脳の神経回路を発達・成長させます。 

 

A1-2. 幼児の読み聞かせが「将来の学力」を上げます。 

 

Q２.読み聞かせの頻度は、どれくらいですか？？  

 

Ａ２. 少なくとも週に 1，2 回の頻度以上です。 

 

Ｑ３.将来の学力にどのような影響をもたらしますか？？ 

 

Ａ３. 読み聞かせなどでの読書習慣化は、小学生の学力向上につながります。 

 

読み聞かせによって、脳では聞くことに関する部位と、感情反応や記

憶に関わる領域の部分で強い活動があり、また読書をたくさんしていた

子ども達ほど神経線維ネットワークの結束力が強く、さらに３年後の神

経回路の発達度合いも大きい事が明らかになりました。 

脳科学的には、読書を通した言語能力に関する神経回路の強化が「頭

の回転の速さ」につながる可能性があると云えます。※1 p98-100 

読み聞かせを通じて言語、感情、そして他者の心の状態についての理解といった社会的

認知に関する様々な脳の部位の活動を起こし、言語発達やその後の学力、ひいては自己実

現に寄与します。また言語発達促進により問題行動が減少するともいわれます。※1 p149-154 

ベネッセの調査から年少から年長で、週に１日以上読み聞かせる

家庭が半数以上です。また OECD の報告書では、毎日ではなくても

週に 1，2 回の頻度以上で読み聞かせを行っている子どもは、その

後の学力に違いが出てくることが示されています。※1 p160-164 

各家庭の社会経済的背景を考慮した場合でも、小学生の学力に一番影響する

のは家庭での読書活動だと明らかになっています。※1 p114 

摂津市でも一日の読書時間が「1 時間以上、2 時間より少ない」や「30 分

以上 1 時間より少ない」と回答している児童の学力が高い、との結果になっ

ています。※2 
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Ｑ４.なぜ漢字の入った絵本を使うのですか？？ 

 

Ａ４. 視覚言語の漢字は、かなより記憶しやすく言葉を豊かにします。 

 

 

 

Ｑ５.漢字での教育とはどのようなものですか？？ 

 

Ａ５. 漢字での教育では、各園独自の取り組みや石井式漢字教育法などがあります。 

 

Ｑ６.漢字かな交じりの絵本での読み聞かせは、子どもの成長に有効ですか？？ 

 

Ａ６. とても有効です。繰り返し読み聞かせをしてあげてください。 

 

 

【参考資料等】 

※1 「本の読み方」で学力は決まる 川島隆太監修（ﾆﾝﾃﾝﾄﾞｰ DS 脳ﾄﾚｼﾘｰｽﾞ監修）青春新書 2018.9.15 

※2 摂津市議会 2020 年第 3 回定例会一般質問  議事録 

※3 石井式漢字教育オフィシャルサイト www.ishiishiki.com 

※4 暗記とは - コトバンク  (kotobank.jp) 日本大百科全書の解説 

※5 学校法人ひかり学園 第一ひかり幼稚園 (神奈川県)HP - 漢字教育 https://hikari-gakuen.com/daiichi/course/ 

※6 学校法人聖ﾊﾟｳﾛ学園  光泉ｶﾄﾘｯｸ幼稚園 (滋賀県)HP - 漢字教育 https://www.setakousen.jp/ 

表意文字と云われる漢字は「目」で理解する言葉・視覚言

語です。一見複雑そうですが、具体的な意味や内容を表わし

ているので、幼児には絵を見るのと同じように理解されま

す。※3 よって、ひらがなよりも、漢字という視覚言語が認知

されやすいといえます。 

また幼児の丸暗記能力は、0～3 歳をピークに 10 歳頃まで

が最も高いと云われています。（右図参照）この機械的に覚

える力のある時期に、認知されやすい漢字を活用して、言葉

の豊かな子にすることにより、早くから論理的に覚える力が

高まり、結果として優秀な子に育ちます。※3 

① 「漢字かな交じり文」絵本などの教材を活用するなど、より多くの言葉を、漢字を活用

して自然に理解させ、言葉を豊かにします。 

② 「書くこと」よりも「読むこと」を優先して行います。そして幼児の大好きな「繰り返

し」を続け、覚えることの定着を図ります。※3,5,6 

これまでのやり取りを踏まえ、幼児の丸暗記能力の優れた時期に、

「漢字かな交じりの絵本」を使って、繰り返し言語発達につながる読

み聞かせを行うことは、子どもの将来にわたるより良い成長につなが

ります。 

どちらが、ぱっと見た

際に、頭にイメージが

入りますか？ 

http://www.ishiishiki.com/
https://kotobank.jp/word/%E6%9A%97%E8%A8%98-429092
https://hikari-gakuen.com/daiichi/course/
https://www.setakousen.jp/

